平成１６年度　２級管工事　学科試験問題

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは学科試験問題です。表紙とも10枚50問題あります。
　2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.6までの6問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　4 ．問題No.7からNo.23までの17問題は選択問題です。

　　　９問題を選択して、解答してください。
　5 ．問題No.24からNo.40までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。
　6 ．問題No.41からNo.50までの10問題は選択問題です。

　　　８問題を選択して、解答してください。
　7 ．以上の結果、全部で40問題を解答することになります。
8 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHBの鉛筆又はシャープペンシル（HBの

　　　芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としま

　　　せん。
9 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正して

　　　ください。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　10．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
11．この試験問題は、試験終了時（12時30分）まで在席した方のうち、希望者に限り

　　　持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

　問題Ｎｏ．１からＮｏ．６までの６問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　湿り空気に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　飽和湿り空気の乾球温度と湿球温度は、等しい。
　(2)　飽和湿り空気の相対湿度は、100%である。
　(3)　湿り空気を加熱すると、絶対湿度は下がる。
　(4)　湿り空気を加湿すると、相対湿度は上がる。
【Ｎｏ．　２】

　水の性質に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　pHが7より小さいときは酸性、7よりも大きいときはアルカリ性である。
　(2)　密度は、1気圧のもとでは4℃付近で最大になり、約1,000kg/m3である。
　(3)　沸点は、1気圧のもとでは100℃であるが、気圧が下がると沸点も下がる。
　(4)　1気圧のもとで蒸発させるには、約330kJ/kgの熱量が必要である。
【Ｎｏ．　３】

　流体に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ムーディ線図は、管摩擦係数を求めるのに用いられる。
　(2)　水は、一般に圧縮性流体として取り扱う。
　(3)　ウォーターハンマーは、弁を急に閉止した場合等に発生しやすい。
　(4)　レイノルズ数は、乱流域と層流域の判定の目安になる。
【Ｎｏ．　４】

　熱に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　気体の体積を一定に保って加熱すると、その圧力は高くなる。
　(2)　比熱とは、1kgの物質の温度を1K上昇させるのに必要な熱量である。
　(3)　真空中では、熱放射による熱の移動はない。
　(4)　固体が直接気体に変化することを、昇華という。
【Ｎｏ．　５】

電動機の分岐回路に関する文中、 　　　 内に当てはまる用語の組合せとして、適当なものはどれか。
一般に、回路の短絡保護には 　(A)　 が用いられ、 　(B)　 には進相コンデンサが用いられる。
 　　　　　(A)　　　　　　　 (B)

　(1)　配線用遮断器　…　力率の改善
　(2)　配線用遮断器　…　周波数の変動防止
　(3)　インバータ　　…　力率の改善
　(4)　インバータ　　…　周波数の変動防止

【Ｎｏ．　６】

　コンクリート工事に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　十分に湿気を与えて養生した場合のコンクリートの強度は、材齢とともに増進

　　　 する性状がある。
　(2)　冬期の打込み後のコンクリートは、凍結を防ぐために保温養生を行う。
　(3)　打込み後、硬化中のコンクリートに振動を加えると密実となり、締固め効果が

　　　 上がる。
　(4)　夏期の打込み後のコンクリートは、急激な乾燥を防ぐために湿潤養生を行う。
　　選　択　問　題

問題Ｎｏ．７からＮｏ．２３までの１７問題のうちから

９問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．　７】

　空気調和の熱負荷に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　日射負荷は、冷房計算では見込むが、暖房計算では一般に無視する。
　(2)　全熱負荷に対する顕熱負荷の割合を顕熱比(SHF)という。
　(3)　構造体の材質が同じであれば、厚さの薄いほうが熱通過率は大きくなる。
　(4)　0A機器による熱負荷は、潜熱のみである。
【Ｎｏ．　８】

全空気方式における空気調和機の冷房時の湿り空気線図に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
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　(1)　状態①は、導入外気の状態を示している。
　(2)　状態②は、導入外気と還気が混合された

　　　 状態を示し、導入外気量が多くなると、

　　　 ①－④線上を④の方向に移動する。
　(3)　状態③は、吹出し空気の状態を示している。
　(4)　状態④は、室内の空気の状態を示し、室の

　　　 熱負荷の顕熱比が大きくなると、③－④の

　　　 勾配は小さくなる。
【Ｎｏ．　９】

　定風量単一ダクト方式を用いた空気調和に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　換気量を定常時に十分確保できる。
　(2)　室内の清浄度を保ちやすい。
　(3)　同一系統に熱負荷特性の異なる部屋がある場合に適している。
　(4)　中間期の外気冷房が可能である。
【Ｎｏ．１０】

　温水暖房に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
 (1)　温水暖房は、蒸気暖房に比べて装置全体の熱容量が小さい。
　(2)　温水暖房は、蒸気暖房に比べて室内の温度制御が比較的容易である。
　(3)　リバースリターン方式は、各放熱器ごとの往き管と返り管の圧力損失の合計を

　　　 ほぼ等しくする配管方式である。
　(4)　ファンコンベクターによる室内の温度制御は、一般に送風機の風量を切替える

　　　 ことにより行う。
【Ｎｏ．１１】

　温水暖房における開放式膨張タンクに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　配管系の空気抜きに利用することができる。
　(2)　温度上昇により水が膨張したときに、装置各部に障害となるような圧力が生じ

　　　 ないように設ける。
　(3)　装置内の圧力を、常に正圧に保てる高さに設置する。
　(4)　装置への水の補給に利用することはできない。
【Ｎｏ．１２】

　換気設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　熱源機械室など確実な換気を必要とする室には、第1種機械換気が適している。
　(2)　食堂に面する業務用の厨房は、第2種機械換気が適している。
　(3)　便所など臭気が室外に拡散すると困る室には、第3種機械換気が適している。
　(4)　第2種機械換気は、給気機により空気を室内に送るので室内は正圧になる。
【Ｎｏ．１３】

　床面積の合計が100m2を超える住宅において、図に示す開放式の燃焼器具を設けた台所の換気扇の最小風量として、「建築基準法」上、適当なものはどれか。
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ただし、燃焼器具の燃焼消費量は5kW、

燃料の単位燃焼量当たりの理論廃ガス量は

0.93m3/(kw・h)とする。
　(1)　 47m3/h

　(2)　 93m3/h

　(3)　140m3/h

　(4)　186m3/h

【Ｎｏ．１４】

　排煙設備の構造に関する記述のうち、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。
　ただし、本設備は、「階及び全館避難安全検証法」及び「特殊な構造」によらないものとする。
　(1)　排煙口の設置については、天井面に限定されている。
　(2)　事務所ビルの防煙区画の最大面積は、500m2以下とする。
　(3)　電源を必要とする排煙設備には、予備電源を設ける。
　(4)　排煙口は、防煙区画の各部分から水平距離で30m以下になるように設ける。
【Ｎｏ．１５】

　水道に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　水道法でいう給水装置には、配水管から分岐した給水管に接続する受水タンクも

　　　 含まれる。
　(2)　配水管への給水装置の取付け位置は、他の給水装置の取付け位置から30cm以上

　　　 離す。
　(3)　水道水は、安全性の観点から大腸菌は全く検出されてはならない。
　(4)　水道水は、給水栓において、遊離残留塩素が0.1mg/L(結合残留塩素の場合は

　　　 0.4mg/L)以上となるように消毒する。
【Ｎｏ．１６】

　下水道の管路施設に関する記述のうち、適当でないものはどれか。

　(1)　管渠の断面図は、小規模下水道では円形又は卵形を標準とする。
　(2)　取付け管を本管に接続するときは、本管と鋭角に管底接続する。
　(3)　硬質塩化ビニル管の管渠の基礎は、原則として自由支承の砂又は砕石基礎とする。
　(4)　汚水ますは、円形及び角形のコンクリート製、鉄筋コンクリート製、又はプラス

　　　 チック製とする。
【Ｎｏ．１７】

　給水方式に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　水道直結方式は、配水本管の圧力に応じて給水圧力が変化する。
　(2)　水道直結方式は、高置水槽方式に比べて水質汚染の可能性が高い。
　(3)　ポンプ直送方式の給水ポンプは、高置水槽方式の揚水ポンプと比べて、一般に

　　　 ポンプ容量が大きくなる。
　(4)　高置水槽方式は、給水圧力が他の方式に比べて安定している。
【Ｎｏ．１８】

　給湯設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　中央給湯方式において、浴室等への供給温度は、55～60℃とする。
　(2)　ガス瞬間湯沸器の出湯能力は、流量1L/分の水の温度を25℃上昇させる能力を1号

　　　 として号数で表す。
　(3)　ガス瞬間湯沸器の先止め式は、湯沸器出口側の湯栓の開閉によりバーナーを点火、

　　　 閉止する形式である。
　(4)　中央給湯方式に設ける循環ポンプは、一般に貯湯槽の出口側の給湯管に設ける。
【Ｎｏ．１９】

　排水トラップに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　トラップは、排水管内の不快臭の逆流を防止する器具である。
　(2)　自己サイホン作用とは、器具からの排水によりトラップの水封が破れる現象で

　　　 ある。
　(3)　トラップの封水深さは、阻集器を兼ねる場合を除き、50㎜以上100mm以下とする。
　(4)　1個の器具に対して複数のトラップを設けると、水封が破れにくくなる。
【Ｎｏ．２０】

　通気管に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ループ通気管は、床下で横引きし、そのまま通気立て管に接続する。
　(2)　ループ通気管の排水横枝管への接続は、最上流の器具排水管を排水横枝管に接続

　　　 した点のすぐ下流の位置とする。
　(3)　通気立て管の上部は、最上階に設けた最も高い位置の器具のあふれ縁より150mm
　　　 以上高い位置で伸頂通気管に接続するか、単独に延長し、大気に開放する。
　(4)　通気立て管の下部は、最低位の排水横枝管より下部で排水立て管に接続する。
【Ｎｏ．２１】

　屋内消火栓設備のポンプの性能を決定する上で、関係のないものはどれか。
　(1)　屋内消火栓の設置個数
　(2)　消防用ホースの摩擦損失
　(3)　水源の容量
　(4)　ノズルの放水圧力
【Ｎｏ．２２】

　液化石油ガス(LPG)設備に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　LPGはプロパン、プロピレン等を主成分としており、空気より重い。
　(2)　LPGは常温常圧では気体であるが、圧力を加えたり、冷却したりすると容易に液化

　　　 する炭化水素類をいう。

　(3)　LPGの充填容器は、常に50℃以下に保たれる場所に設ける。
　(4)　家庭用、業務用のLPGには、「い号」、「ろ号」及び「は号」がある。
【Ｎｏ．２３】

　FRP製小型合併浄化槽の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　水張りは、槽本体が水平に設置されているか、及び漏水がないかを確認するため

　　　 必ず行う。
　(2)　流入管と槽本体の接続は、本体据付け後、水張り前に行う。
　(3)　埋戻しは、土圧による本体及び内部設備の変形を防止するため、槽に水張りした

　　　 状態で行う。
　(4)　埋戻しは、数回に分けて、水締めを行って埋め戻し、土の内部に空隙がないよう

　　　 にする。
　　必　須　問　題

問題Ｎｏ．２４からＮｏ．４０までの１７問題は必須問題です。

全問題を解答してください。

【Ｎｏ．２４】

　送風機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　軸流送風機は、低圧力、大風量に適した送風機である。
　(2)　軸流送風機は、風量の変化に対し、圧力の変化が小さい送風機である。
　(3)　多翼送風機は、通称シロッコファンとも呼ばれ、多数の前向き羽根を備えている。
　(4)　多翼送風機は、空調用として広く使用されている。
【Ｎｏ．２５】

　飲料用給水タンクの構造に関する記述のうち、適当でないものどれか。
　(1)　保守点検のために、直径60cm以上のマンホールを設ける。
　(2)　タンク底部には、水ぬきのための1/100程度の勾配をつける。
　(3)　衛生上有害なものが入らないようにするため、通気管に防虫網を設ける。
　(4)　タンク底部と床面との間には、45cm以上の点検スペースを設ける。
【Ｎｏ．２６】

　配管付属品に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　仕切弁には、弁体の構造上で外ねじ式と内ねじ式がある。
　(2)　玉形弁は、仕切弁、バタフライ弁と異なり、流れ方向が決められている。
　(3)　バタフライ弁は、仕切弁、玉形弁に比べて取付けのスペースが大きい。
　(4)　スイング式の逆止め弁は、水平・垂直(上向き)のいずれにも取り付けられる。
【Ｎｏ．２７】

　排気フードに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　フードは、上部に埃等が溜まらないように、周囲にフード囲いを天井面まで

　　　 設ける。
　(2)　厨房等で油脂を含む蒸気の排気に用いるフードには、着脱容易なグリストラップ

　　　 を設ける。
　(3)　フードの板厚は、フードの長辺の長さで決定する。
　(4)　厨房等で使用する燃焼器具のフードは不燃材料とする。
【Ｎｏ．２８】

　次の管材のうち、JISに規定されていないものはどれか。
　(1)　水道用硬質塩化ビニル管
　(2)　水道用架橋ポリエチレン管
　(3)　排水用リサイクル硬質塩化ビニル管
　(4)　排水用鋳鉄管
【Ｎｏ．２９】

　施工を進める上で必要な図書類とその作成者の組合せのうち、適当でないものはどれか。
　　　　(図書類)　　　(作成者)

　(1)　特記仕様書　…　設計者
　(2)　施工図　　　…　設計者
　(3)　施工計画書　…　施工者
　(4)　作業標準書　…　施工者
【Ｎｏ．３０】

　バーチャート工程表に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　工程表の横軸には、通常暦日がとられる。
　(2)　各工種の予定出来高から予定進度曲線が得られる。
　(3)　ネットワーク工程表に比べて簡単に作れるため、比較的小さな工事に適している。
　(4)　各作業の所要時間が分かるため、遅れに対する対策が立てやすい。
【Ｎｏ．３１】

　塩ビライニング鋼管のねじの加工作業に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　管の切断は、帯鋸盤、弓鋸盤当で行い、管径が絞られるような工具は使用しては

　　　 ならない。
　(2)　管端の面取りは、スクレーパー等の工具を用いて行い、接続に際しコアがスムー

　　　 ズに入るようにする。
　(3)　ねじきり後、ねじ部にぺーストシール剤を適量塗布し、硬化させてからねじ込む。
　(4)　ねじ山のむしれ、山欠け等が発生したら、ただちにねじ加工機の替刃(チェーザ)
　　　 を交換する。
【Ｎｏ．３２】

　架設導路に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「労働安全衛生法」上に定められている数値の組合せとして、正しいものはどれか。
　架設通路の勾配は、 　(A)　 度以下とし、15度をこえるものには、踏さんその他の滑止めを設けること。(階段を設けたもの又は高さが2m未満で丈夫な手掛を設けたものは除く。)

　墜落の危険のある箇所には、高さ 　(B)　 cm以上の丈夫な手すりを設けること。(作業上やむを得ない場合は、必要な部分を限って、臨時にこれを取りはずすことができる。)

　　　 (A)　　 (B)

　(1)　30　…　75

　(2)　30　…　90

　(3)　45　…　75

　(4)　45　…　90

【Ｎｏ．３３】

　酸素欠乏危険作業に関する文中、 　　　 内に当てはまる数値の組合せとして、適当なものはどれか。
　暗渠、マンホール又はピット等の酸素欠乏のおそれのある場所の作業においては、当該作業を行う場所の空気中の酸素の濃度を 　(A)　 %以上に保つように換気しなければならない。ただし、このような換気を行う場合には純酸素を用いてはならないこととされている。
　なお、大気中の酸素濃度は約 　(B)　 %である。
　　　 (A)　　 (B)

　(1)　15　…　21

　(2)　15　…　25

　(3)　18　…　21

　(4)　18　…　25

【Ｎｏ．３４】

　ガスを燃料とする直だき吸収冷温水機に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　圧縮式冷凍機と同様に振動が大きいため、防振基礎とする。
　(2)　チューブ引き抜きのためのスペースを確保する。
　(3)　地震時にガスを遮断するための地震感知器を柱に設置する。
　(4)　据付け後に、工場出荷時の気密が保持されているかチェックする。
【Ｎｏ．３５】

　汚物槽に設ける水中ポンプの据付けに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ポンプは、釜場内に、壁面より20cm離して設置した。
　(2)　ポンプの据付け位置は、排水流入口からできるだけ離して設置した。
　(3)　水槽点検用マンホールは、ポンプの真上からできるだけ離して設置した。
　(4)　水位制御は、フロートスイッチを使用した。
【Ｎｏ．３６】

　配管用炭素鋼鋼管の接合に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ねじ込み接合の際には、一般的に管用テーパねじが用いられる。
　(2)　ねじ込み接合の際には、所定の最小ねじ込み山数を確保する。
　(3)　亜鉛めっきを施した鋼管の溶接の際には、十分な換気とともに、亜鉛除去及び

　　　 専用マスク等が必要である。
　(4)　溶接は、タングステンを電極として用いるTIG溶接法が用いられる。
【Ｎｏ．３７】

　配管の支持に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　複式伸縮継手を用いる場合は、伸縮継手本体を固定する。
　(2)　伸縮する配管を支持する場合は、横走り管はすべての支持点で堅固に固定する。
　(3)　銅管を鋼製金物で支持する場合は、ゴム等で管の絶縁保護を行う。
　(4)　機器廻りの配管はアングル等で支持を行い、機器に配管の荷重がかからないよう

　　　 に施工する。
【Ｎｏ．３８】

　ダクトの施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　長方形ダクト断面のアスペクト比(長辺と短辺の比)は、大きい方が望ましい。
　(2)　長方形ダクトのエルボの内側半径は、ダクトの半径方向の幅以上が望ましい。
　(3)　送風機吐出口とダクトを接続する場合は、急激な変形を避け、傾斜角15度以内の

　　　 漸大形が望ましい。
　(4)　コーナーボルト工法の接合は、4隅のボルト締めと専用のフランジ押さえ金具の

　　　 取付けで行う。
【Ｎｏ．３９】

　保温の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　横走り配管に取り付けた筒状保温材の抱合せ目地は、管の垂直上下面を避け、

　　　 管の横側に位置するようにする。
　(2)　保温筒を二層以上重ねるとき、各層の継目は同一箇所になるようにする。
　(3)　保温の厚さは、保温材主体の厚さとし、外装材及び補助材の厚さは含まない。
　(4)　室内配管の保温見切り箇所には菊座を、また分岐、曲り部等にはバンドを取り

　　　 付ける。
【Ｎｏ．４０】

　JISによる配管識別表示における物質の種類と識別色の組合せのうち、誤っているものはどれか。
　　(物質の種類)　(識別色)

　(1)　蒸気　　…　暗い赤
　(2)　ガス　　…　白
　(3)　油　　　…　茶色
　(4)　水　　　…　青
　　選　択　問　題

問題Ｎｏ．４１からＮｏ．５０までの１０問題のうちから

８問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．４１】

　墜落等による危険を防止するため、高さが2m以上の箇所の作業で、事業者が行う措置として、「労働安全衛生法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　原則として、足場を組み立てる等の方法により作業床を設ける。
　(2)　労働者に安全帯等を使用させるときは、安全帯等を安全に取り付けるための設備

　　　 等を設ける。
　(3)　強風・大雨、大雪等の悪天候のため、作業の実施に危険が予想されるときは、

　　　 監視員を置く。
　(4)　当該作業を安全に行うために必要な照度を保持する。
【Ｎｏ．４２】

　労働時間及び休憩に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「労働基準法」上に定められている用語の組合せとして、正しいものはどれか。
　使用者は、原則として、労働者に、休憩時間を除き1週間について 　(A)　 を超えて労働させてはならない。また、労働時間が6時間を超える場合においては、少なくとも

 　(B)　 の休憩時間を労働時間の途中に与えなければならない。
　　　　(A)　　　　 (B)

　(1)　40時間　…　45分
　(2)　40時間　…　1時間
　(3)　44時間　…　45分
　(4)　44時間　…　1時間
【Ｎｏ．４３】

　建築用語に関する記述のうち、「建築基準法」上誤っているものはどれか。
　(1)　共同住宅は、特殊建築物である。
　(2)　継続的に使用される会議室は、居室である。
　(3)　延べ面積は、原則として建築物の各階の床面積の合計による。
　(4)　熱源機器及び配管設備の過半を更新する工事は、大規模の修繕である。
【Ｎｏ．４４】

　防火区画の貫通に関する文中、 　　　 内に当てはまる、「建築基準法」上に定められている用語の組合せとして、正しいものはどれか。
　給水管が防火区画等を貫通する場合は、原則として貫通する部分及び当該貫通する部分からそれぞれ両側に 　(A)　 以内の距離にある部分を 　(B)　 で造らなければならない。
　　 (A)　　　　　　 (B)

(1)　50cm　…　不燃材料

(2)　50cm　…　耐火材料又は難燃材料

(3)　1m　　…　不燃材料

(4)　1m　　…　耐火材料又は難燃材料

【Ｎｏ．４５】

　建設業の許可に関する記述のうち、「建設業法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　管工事業の許可しか受けていない者は、管工事に附帯する電気工事を合わせて請

　　　 け負うことはできない。
　(2)　請負代金の額が500万円未満のみの工事を請け負う者は、建設業の許可を受けてい

　　　 なくてもよい。
　(3)　5年ごとに更新を受けなければ、建設業の許可は効力を失う。
　(4)　管工事業の許可が都道府県知事によるものであっても、全国で管工事を請け負う

　　　 ことができる。
【Ｎｏ．４６】

　技術者の配置に関する文中、 　　　 内に当てはまる用語として、「建設業法」上、正しいものはどれか。
　建設業者は、下請負人として工事を施工する場合には、請負金額の大小にかかわらず、施工の技術上の管理を行う 　　　 を当該工事現場に置かなければならない。
　(1)　主任技術者
　(2)　監理技術者
　(3)　現場代理人
　(4)　専門技術者
【Ｎｏ．４７】

　危険物の区分及び指定数量に関する記述のうち、「消防法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　重油は、第三石油類である。
　(2)　重油の指定数量は、3,000Lである。
　(3)　灯油は、第二石油類である。
　(4)　灯油の指定数量は、1,000Lである。
【Ｎｏ．４８】

　廃棄物の処理に関する文中、 　　　 内に当てはまる用語の組合せとして、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」上、正しいものはどれか。
　建築物の新築、改築等で生じる紙くず、木くず及びコンクリートの破片等は 　(A)　 として、廃PCBや石綿建材の除去事業で生じる飛散性のある石綿等は 　(B)　 として、排出事業者がみずからの責任において適正に処理しなければならない。
　　　　　(A)　　　　　 (B)

　(1)　一般廃棄物　産業廃棄物
　(2)　一般廃棄物　特別管理一般廃棄物
　(3)　産業廃棄物　特別管理一般廃棄物
　(4)　産業廃棄物　特別管理産業廃棄物
【Ｎｏ．４９】

　調整しなければならない空気環境の項目として、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」に定められていないものはどれか。
　(1)　相対湿度
　(2)　ホルムアルデヒド
　(3)　一酸化炭素の含有率
　(4)　酸素の含有率
【Ｎｏ．５０】

　建設廃棄物の処理に関する文中、 　　　 内に当てはまる用語の組合せとして、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」上、正しいものはどれか。
この法律には、「特定の建設資材について、その 　(A)　 及び再資源化等を促進するための措置を講ずるとともに、 　(B)　 について登録制度を実施すること等により、資源の有効な利用の確保及び廃棄物の適正な処理を図り、生活環境の保全に寄与する。」ための必要な事項が定められている。
　　　　　(A)　　　　　　　 (B)

　(1)　分別解体等　　…　解体工事業者
　(2)　分別解体等　　…　排出事業者
　(3)　焼却・埋立て　…　解体事業者
　(4)　焼却・埋立て　…　排出事業者










� EMBED Photoshop.Image.4 \s ���





� EMBED Photoshop.Image.4 \s ���








[image: image3.png]HLERIRIE ¢

IR x



[image: image4.png]NN

e
£k

i)y &:u
PRIERS L

&




_1177932161.psd

_1177932126.psd

